
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元プロバスケットボール選手  

アーヴィン・“マジック”・ジョンソン の言葉  

マジックジョンソンは１９８０年代、アメリカ NBAのロサンゼルス・レイカーズを

５度のタイトルに導いたポイントガード。黒人である彼は高校時代、誰よりも

熱心に練習し、チームを勝利に導くことで人種差別の現状を乗り越え、周

囲に認められていった。 

自分の人生は最終的には自分に責任がある。だからこそ、現状を変えるの

は自分しかいないのです。 

 


